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内科領域 におけるBAY o 9867の 臨床的検討

信岡毅彦 ・小林芳夫 ・藤森一平

川崎市立川崎病院内科

キ ノリンカルボ ン酸系 の新合成抗菌剤 であるBAY o 9867に 関 して,そ の臨床的効果 を検討 した。

対象 は28例 で男性14例,女 性14例,年 令 は15才 か ら83才 までで,平 均 年令は46.4才 であ った。感染

症の内訳は咽頭炎2例,扁 桃炎3例,気 管支炎15例,気 管 支拡張 症3例,肺 炎3例,急 性 腎盂 腎炎

2例 であ った。本剤1回100～200mgを1日3回 経 口投与 し,1日 投 与量は300～600 mg,投 与期 間

は3～14日 間,平 均6.7日 間であ った。

臨床効果 としては咽頭炎2例 中2例 有効,扁 桃炎3例 中2例 有効,1例 無効,急 性気管支炎14例

中10例 有効,4例 無効,慢 性 気管支炎1例 中1例 有効,気 管支拡張症3例 中1例 有効,2例 や や有

効,肺 炎3例 中1例 著 効,2例 有効,急 性 腎盂腎炎2例 中2例 有効 であ り計28例 中21例 が有効以上

で有効率75%で あ った。起炎菌 を同定 し得 た6例 では,菌 不変が3例,菌 消失が3例 であ った。

投与 中に臨床的 な副作用 はみ られなか った。本剤投与前後 にお ける臨床検査値の異常は認め られ

なかった。

BAY o 9867は バ イ エ ル 社 で 開 発 さ れ た キ ノ リ ン カ ル

ボ ン酸 系 合 成 抗 菌 剤 で あ り,そ の 化 学 構 造 式 はFig.1

に示 した と お りで あ る 。 本 剤 のin vitroに お け る 抗 菌 ス

ペ ク トル を み る と,Staphylococcus aureus(S.aureus),

Streptococcus faecalis(S.faecalis),Escherichia colf(E.

coli),Klebsiella,Citrobacter,Enterobacter,Proteus,

Serratia,Pseudomonas aeruginosa(P.aeruginosa),Haemo-

philus influenzae(H.influenzae),Neisseria gonorrhoeae(N.

gonorrhoeae),Bacteroides fragilis(B.fragilis)な ど 嫌 気 性

菌 を含 む グ ラ ム 陽 性 菌,グ ラ ム 陰 性 菌 に 対 して 幅 広 く分

布 す る1)。 そ し て そ の 抗 菌 力 は 上 記 の ほ と ん ど の 菌 種 で

同 系 統 のNorfloxacin,Ofloxacin,Enoxacinよ り2～4

倍 強 い こ と が 知 ら れ て い る2)。 わ れ わ れ は こ の よ う な 基

礎 的 評 価 を ふ ま え,内 科 領 域 の 感 染 症 に お い て,本 剤 の

臨床 的 検 討 を 行 っ た の で,そ の 成 績 を 報 告 す る 。

I.対 象な らびに方法

投与対象 は昭和59年1月 か ら昭和59年7月 までの間に,

川崎市立川崎病院内科 を受診 した外来患者で,男 性14例,

女性14例 の計28例,年 令 は15才 か ら83才 にわた り,平 均

Fig.1 Chemical structure of BAY o 9867

年令は46.4才 であった。

感染症 の内訳 は咽頭炎2例,扁 桃炎3例,気 管支炎15

例,気 管支拡張症3例,肺 炎3例,急 性腎盂腎炎2例 で

ある。

投 与量 お よび投 与方法 につ いては,1錠100mgお よ

び200 mg錠 剤 を1日3回,1日 量 として300～600 mgを

経 口投与 した。投 与期間 は3～14日 間,平 均6.7日 間で

あった。

効果判定 は細菌学的 には菌消失,減 少,不 変,菌 交代

の4段 階 と し,臨 床的 には,呼 吸器感染症の場 合には発

熱,喀 痰性状,喀 痰量 な どの臨床 症状 お よび血沈,CRP,

白血球増多 などの検査所見の改善か ら,ま た尿路 感染症

の場合 には発熱,頻 尿,排 尿 痛,腰 部痛 な どの臨床症状

および尿沈渣所見,血 沈,CRP,白 血球増多 な どの検査

所見の改善か ら著効,有 効,や や有効,無 効,不 明の5

段階 に判定 した。

II.成 績

症例 の一覧表 をTable 1に 示 した。

症例1お よび2は 急性咽頭 炎例 で咽頭粘液培養 では常

在 菌 のみ検 出 され起 炎菌 を明 らかにす る ことはで きな

か ったが,咽 頭痛 が消失 し臨床的 には有効で あった。症

例3か ら症例5ま では急性扁桃炎例で,症 例3は 扁桃ぬ

ぐい液培養で はStreptococcus pyogenes(S.pyogenes)が 検

出 され,検 出菌 は本剤5日 間投与後 も不変であ ったが,

扁 桃発 赤,腫 脹 が消失 し,解 熱 もみ 臨床 的 に は有効 で

あった。症例4は 起炎菌 を明 らかにす る事 はで きなか っ

たが,臨 床的 には有効であ った。症例5は 扁桃ぬ ぐい液
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培 養 にてStreptococcus pneumoniae(S.pneumoniae)が 検

出され,本 剤投 与にて も発熱,扁 桃腫脹は不 変で無効 と

判定 された。

症例6か ら19ま では急性気管支炎例 で症例6か ら症例

12ま で は,喀 疲培養 にて常在菌のみ検 出 され,起 炎菌 を

明 らかにする事 はで きなか ったが,咳 嗽,咽 頭痛が改善

し,臨 床的には有効であ った。症例13か ら症例15ま では

起炎菌検索 を施行 しえなか ったが,咳 嗽,喀 痰が改善 し,

臨床的には有効であ った。症例16か ら症例19ま では,起

炎菌は明 らかで な く,本 剤投与 にて も咳嗽,喀 痰 は不変

で無効 と判定 された。

症例20は 慢性気管支炎例 で常在菌のみ検出 され,咳 嗽

の改善がみ られたため有効 と判定 された。

症例21か ら23は 気管支拡張症 に感染 をお こした例で,

症例21は 喀痰培 養 にてS.aureusが 検 出 され,細 菌学的

には菌消失 を認め,臨 床的 に も有効であ った。症例22は

喀疲 培養 にてP.aeruginosaが 検 出 され,本 剤投与後 に

も菌消失 をみず,喀 痰 は持続 したが,咳 嗽 は消失 し,臨

床的 にはやや有効 と考 えられた。症例23は 喀痰培養では

常在菌のみ検 出 され起炎菌 を明 らかにすることはで きな

か ったが,咳 嗽 が軽度改 善 し,臨 床 的 にはやや有効 で

あ った。

症例24か ら26は肺炎例で,症 例24は 喀痰培養では常在

菌のみ検 出され起炎菌 を明 らかにす ることはで きなかっ

たが,投 与5日 目に胸 部 レ線上 の浸潤影が消失 し,発 熱,

咳嗽,喀 痰 などの臨床症状 も改善 し,白 血球増多,CRP

な どの検査 所見 も正常化 し,臨 床 的に は著効 であった

(Fig.2)。 症例25,26は 起炎菌検査 を施行 し得 なかった

が,臨 床的 には有効 であった。

これら呼吸器感染症26例 の臨床評価では有効以上19例

(73.1%),や や有 効以上21例(80.8%)と い う結果で

あった。

症例27,28は 腎孟腎炎例でいずれ も女性であ り,尿 培

養 にてそ れぞ れKlebsiella,E.coliが105/ml以 上検 出さ

れ た。 いずれ の症例 も細 菌学的 に も臨床 的に も有効で

あ った。

III.副 作 用

本剤の投与 中に本剤 による副作用 と思 われる症状を呈

した症例 はなかった。

投与前後 に施行 した末梢血,肝 機能,腎 機能 などの臨

床検査値 はTable2に 示 した とお りで ある。本剤投与に

より明 らかな検査値の異常 を認 めた症例 はなかった。

Fig.2 Case 24,H.S.,35y.o.,M
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IV.考 按

今 回,わ れ わ れ は 内 科 領 域 の感 染 症 に 対 す るBAY o

9867の 臨床 的検 討 を行 な っ たが,検 出菌 は,S.aureus,

S.pneumoniae,S.pyogenes,E.coli,Klebsiella,P.aeru-

ginosaと 少 な く,in vitroで の 特 徴 を十 分 に確 認 す る こ

とはで きな か った 。 しか し検 出不 能例 に つ い て は,有 効

率77.3%で あ り,特 に 副作 用 もな く,内 科 の感 染 症 に対

し,臨 床 的使 用 に十 分 耐 え得 る薬 剤 で あ る と考 え られ た。
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CLINICAL STUDY ON BAY o 9867 IN THE FIELD OF INTERNAL MEDICINE

TAKEHIKO NOBUOKA,YOSHIO KOBAYASHI and IPPEI FUJIMORI

Department of Internal Medicine,Kawasaki Municipal Hospital

BAY o 9867,a new antibacterial drug,was administered to 28 cases,including 2 cases of pharyngitis ,14 cases of

acute bronchitis,one case of chronic bronchitis,each 3 cases of acute tonsillitis,bronchiectasis and pneumonia and 2

cases of acute pyelonephritis,at daily doses of 300•`600mg for 3•`14 days.

Clinical results obtained were effective in 21 cases and ineffective in 7 cases.The clinical efficacy rate was 75 .0%.

No adverse drug reactions was observed and no abnormality was found in the laboratory findings.


